
素
材
と
し
て
の
鉄
と
Ｃ
Ｎ

　

鉄
は
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル（
Ｃ
Ｎ
）に
貢
献
す

る
様
々
な
製
品
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
電

磁
鋼
板
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
や
電
気
自
動
車
の
モ
ー

タ
ー
に
使
わ
れ
て
お
り
、
脱
炭
素
社
会
に
必
要
不
可

欠
な
素
材
で
あ
る
。
ま
た
、
鉄
は
全
量
が
リ
サ
イ
ク

ル
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
の

環
境
性
能
が
高
い
。
日
本
鉄
鋼
連
盟
で
は
、
鉄
の
環

境
負
荷
計
算
方
法
の
規
格
化（ISO

 20915/JIS Q
 

20915
）や
「
鉄
は
く
る
く
る
リ
サ
イ
ク
ル
」
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
た
Ｐ
Ｒ
等
を
行
っ
て
い
る
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
行
動
計
画

　

当
連
盟
で
は
、
エ
コ
プ
ロ
セ
ス
、
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク

ト
、
エ
コ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
「
3
つ
の
エ
コ
」
お

よ
び
革
新
的
技
術
開
発（
次
項
参
照
）の
4
本
柱
か
ら

な
る
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
行
動
計
画
」
を
推

進
し
て
い
る
。

　

と
り
わ
け
、
エ
コ
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
「
2
0
3
0

年
度
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
起
源
Ｃ
Ｏ
2
排
出
量（
総
量
）を

2
0
1
3
年
度
比
30
％
削
減
す
る
（
注
１
）」こ
と
を
目
標
に
、

自
ら
の
生
産
プ
ロ
セ
ス
へ
の
Ｂ
Ａ
Ｔ（Best A

vailable 
T
echnology

）導
入
等
に
よ
る
省
エ
ネ
の
推
進
等
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

革
新
的
技
術
開
発

　

鉄
の
原
料
は
鉄
の
酸
化
物
を
主
成
分
と
す
る
鉄
鉱

石
で
あ
る
。
こ
れ
を
石
炭
等
で
鉄
に
還
元
す
る
際
、

Ｃ
Ｏ
2
が
大
量
に
排
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

Ｃ
Ｎ
に
向
け
た
革
新
的
技
術
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。

　

例
え
ば
、CO

U
RSE50

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
注
２
）は

、高
炉

に
お
け
る
炭
素（
石
炭
）に
よ
る
鉄
鉱
石
還
元
反
応
の

う
ち
の
10
％
を
水
素
系
ガ
ス
に
よ
る
還
元
反
応
に
置

き
換
え
る
と
と
も
に
、
排
出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
2
の
20
％

を
新
開
発
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
Ｃ
Ｏ
2
吸
収
液
＋
排

熱
利
用
技
術
で
分
離
回
収
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
炉

か
ら
の
Ｃ
Ｏ
2
排
出
を
合
計
30
％
削
減
す
る
も
の
で

あ
る
。

　

な
お
、
当
連
盟
で
は
、CO

U
RSE50

か
ら
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
す
るSuper CO

U
RSE50

や
1
0
0
％

水
素
還
元
製
鉄
の
開
発
を
並
行
し
て
行
っ
て
い
く
ロ

ー
ド
マ
ッ
プ
を
発
表
し
て
い
る
。

今
後
に
向
け
て

　

我
が
国
の
Ｃ
Ｎ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
確
固
た

る
国
家
戦
略
の
も
と
、
諸
外
国
に
劣
後
し
な
い
支

援
・
制
度
設
計
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

　

そ
の
う
え
で
、
当
連
盟
で
は
、
2
0
2
1
年
2
月

公
表
の
「
我
が
国
の
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
に
関
す
る
日
本
鉄
鋼
業
の
基
本
方
針
」
に
基

づ
き
、
様
々
な
課
題
へ
果
敢
に
挑
戦
し
て
い
く
。

所内水素（COG）利用による高炉内の水素
還元比率アップ／高炉ガスからのCO2分離

R&D 導入
COURSE50

外部水素利用による高炉によるさらなる水素還元率
アップ（大量の水素供給が可能となる前提）Super COURSE50

石炭を利用しない水素還元製鉄水素還元製鉄

副生ガスからのカーボンリサイクルCCU

副生ガスからのCO2回収CCS

脱炭素電源（原子力、再生可能、化石＋CCS）
次世代電力系統、電力貯蔵等

カーボンフリー電力

低コスト・大量水素の
製造・輸送・貯蔵技術開発カーボンフリー水素

CO2分離貯留・利用技術開発CCS／CCU

鉄
網
分
野
に

お
け
る
技
術
開
発

社
会
共
通
基
盤

と
し
て
の
技
術
開
発

2020 2030 2040 2050 2100

R&D

R&D

R&D

R&D

R&D

R&D

R&D

導入

導入

導入

導入

導入

導入

導入

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た

鉄
鋼
業
界
の
挑
戦

日
本
鉄
鋼
連
盟

（注１）政府エネルギー基本計画のマクロ想定や各種対策の実施のための必要条件が整うことが前提
（注２）本成果は、国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）の委託業務「環境調和型プロセス技
術の開発/水素還元等プロセス技術の開発（フェーズⅡ－STEP1）」（日本鉄鋼連盟 COURSE50）の結果得られたものである

図表　カーボンニュートラルへの挑戦のためのロードマップ

31

特集 グリーントランスフォーメーション
─   2050年カーボンニュートラルに向けた経済社会の変革

p31_月刊経団連8月号_特集_日本鉄鋼連盟.indd   31 2022/07/26   19:01


